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総合的な学習（探究）の時間 学習指導案 
 令和２年 10 月 第２学年 指導者 中島 拓郎  

 
１ 単元名  グループ間交換議論会に向けた課題研究「グループ間交換議論会」 

 
２ 学習指導要領上の位置付け 

探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して自己の在り方生き方を考え 
ながら、よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
(1) 知識及び技能については、他教科等及び総合的な探究の時間で習得する知識及び技能が相互に関連

付けられ、社会の中で生きて働くものとして形成されるようにすること。 
(2) 思考力、判断力、表現力等については、課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現など

の探究の過程において発揮され、未知の状況において活用できるものとして身に付けられるようにす

ること。 
(3) 学びに向かう力、人間性等については、自分自身に関すること及び他者や社会との関わりに関する

ことの両方の視点を踏まえること。 

  

３ 目標 

他研究グループ生徒と行う交換議論、またそれに至るまでのグループ研究を通して次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 
ア 探究事項に対して、自身の課題を客観的に把握し、改善・向上に向け学習し、また新たな課題へと

発展的に学習を深めるという、探究的な思考を持つことができる。（知識、技能） 

イ 他者との間で適切に意見を交換しまとめ、そこで得た知見から次なる課題を思考し、見付け出す 

ことができる。（思考、判断、表現） 

ウ 他者と積極的に意見を交換しようとし、人の話をよく聞く中で、主体的に自身の学習を顧みようと

することができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

  

４ 指導計画  ※別紙参照 
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５ 本時の展開（４／４） 

 (1) ねらい 

他研究グループ生徒との交換議論会と、元の研究グループ内でのフィードバックを通して、「まとめ・

表現」から新たな「課題の設定」へと、「探究の過程」を発展させていくことができるようにする。 

 (2) 展開 

学習活動 

・予想される児童（生徒）の反応 

時間 

 

○指導上の留意点 

◎研究上の手立て 

１ 本時の内容、ポイントの確認 

・この時間の目標・内容を確認するとと

もに、手元のレジュメを用いて、「探

究の過程」・「探究的な思考」・「批

判的思考」について確認し直す。 

・各班でまとめた研究進捗シートを確認

して、自身の話すべき内容を改めて整

理する。 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「批判的思考」は「否定」ではないことを確認する。 

〇適切に内容を整理できているか教員から声掛けし、ま

た大人しい生徒が多い班については積極的に意見を交

換するようこの段階で促す。 

◎本時の内容、「批判的思考」等のポイントに関して説

明し、交換議論会の進行についても確認する。 

◎研究進捗シートをもとに、研究内容を把握させ直す。 

 

 

 

 

 

２ グループ間交換議論会（６分×４） 

・自身の研究グループの研究内容につい

て、簡潔にまとめて、分かりやすく説

明する。 

・手元の研究進捗シート一覧を見つつ、

発言者の話をよく聞いて、「批判的思

考」を意識しながら、思ったことや感

じたこと、気付きや疑問について積極

的に述べ、活発な意見交換を行う。 

・自身の研究について周りから述べられ 

た質疑等に対し、答えられる範囲で答

えつつ、フィードバックに生かせるよ

う、意見や感想、疑問等、議論の内容

をしっかりメモに取る。 

・発表者の説明が不足しており、十分な

議論にはならずに、時間が余ってしま

う。 

・時間が足りず、もっと意見交換が行い

たかったと感じる。 

・あまり意見や疑問等を述べることがで

きずに、議論が停滞してしまう。 

 

 

25 

分 

〇発表者には短時間で簡潔に説明させる。 

〇聞き手の生徒には「批判的思考」を意識させ、客観的

な立場からより多くの意見を述べるよう促す。なお、

「批判的思考」は「否定・非難」ではないことに注意

させる。 

〇元の研究グループに戻っての共有に備えて、適切にフ

ィードバックシートにメモを取らせる。 

◎他研究グループ生徒と、班（３～４名）を形成させ、

その班内で互いの研究についてテーマや進捗等を発表

し、意見を交換し合わせる。手順は以下の通り。 

①発表順の生徒に、研究進捗シートをもととして自身の

研究について１分程度で発表、説明をさせる。 

②５分程度で、聞き手の生徒と質疑応答・意見交換を行

わせ、適宜フィードバックシートにメモをさせる。 

③他の生徒の発表時には、聞き手に回り、積極的に意見

を述べることができるようにさせる。 

※１人あたり６分間で、４名分繰り返させる。 

 

 

 

 

 

 

 [めあて]  自身の研究について整理するとともに、他研究グループ生徒から意見をもらうこ

とで、研究を顧みて、次回以降取り組むべき課題を発見・設定しよう。 

評価項目＜方法（観点）＞ 

他生徒の研究に対して、客観的な視点から自身の意見

や疑問を的確に提示している＜議論・発言（2）＞ 

自身の研究内容について正しく把握し、聞き手が分か

りやすいように、話す内容をまとめようとしている 

＜整理・分析（3）＞ 
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３ 研究グループ内共有 

・班長が中心となって、各自がそれぞれ

の議論班で受け取ってきた内容を、フ

ィードバックチャートと付箋を用い

ながら、グループ内で共有・整理する。 

・共有した内容について、協力してフィ

ードバックチャート上に分類し、グル

ープとしての課題と思われる点を可

視化する。 

・グループ内の意見がまとまらず、共有

が思うように進まない。 

・フィードバックチャート上にまとめて

いくのに時間がかかり、時間が足りな

い。 

 

10 

分 

〇内容共有を円滑に進めるため、班長を中心として協力

的に話し合うよう促し、主体的に取り組ませる。 

〇各自の受け取った意見等について、納得度や意外度を

考えながらフィードバックチャート上に分類させる。 

◎座席を移動して元の研究グループごとに再編成し、

各自が受け取った意見や疑問等について、付箋に書

かせ、グループで確認しながらフィードバックチャ

ート上に分類し、内容をグループで共有させる。 

◎フィードバックチャートはグループで１枚、付箋と

セットにして班長に配付する。 

 

 

 

 

 

４ 次に取り組んでいく課題の設定 

・作成したフィードバックチャートをも

とに、「探究の過程」・「探究的な思

考」を意識して、自分たちの研究をよ

り深めるために必要な課題を、グルー

プとして設定する。 

・設定した次なる課題について、具体的

にどんなことをグループ、あるいは個

人で行っていくか、次回以降の授業に

向けて話し合う。 

 

 

７ 

分 

 

 

 

 

 

〇「探究の過程」を自分たちで発展させ、次へ次へと

研究を発展させていく「探究的な思考」の重要性を

改めて意識させる。 

〇これまでの取組や現状を適切にフィードバックし、

次なる課題へと発展させていくことが重要だと意識

させる。 

〇フィードバックチャート上の配置にも意識を向けつ

つ、意見・疑問等について見極めさせ、課題設定に

向かわせる。 

◎フィードバックチャートをもとに、次回以降のグル

ープ研究において各グループで課題とすべきことを

見極めさせ、設定させる。 

 

 

 

 

５ まとめ・次回の説明。 

・班長はグループ内のフィードバックシー

ト・チャートを集め、提出する。 

５ 

分 

〇次回以降に向け、設定した課題を各自意識させる。 

◎グループ内のフィードバックシートとチャートにつ

いては、各班長に集めさせ、提出させる。 

  

６ 板書計画 

10/27（火） 

 目標 自身の研究について整理するとともに、他研究グループ生徒から意見をもらう 

 ことで、研究を顧みて、次回以降取り組むべき課題を発見・設定しよう 

 内容                         進行 

 

 

 ポイント 

グループとして意見等を共有し、的確に内容をまと

めている＜情報収集・整理・分析（2）＞[記録] 
グループでの内容共有に対して主体的に参加してい

る＜意見交換（3）＞ 
 

的確に意見等について見極め、次なる課題を設定でき

ている＜整理・分析・記述（2）＞[記録] 



指導計画  総合的な学習（探究）の時間 第２学年 単元名「グループ間交換議論会に向けた課題研究」（全４時間計画） 
 

目

標 

他研究グループ生徒と行う交換議論、またそれに至るまでのグループ研究を通して次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。 
ア 探究事項に対して、自身の課題を客観的に把握し、改善・向上に向け学習し、また新たな課題へと発展的に学習

を深めるという、探究的な思考を持つことができる。（知識・技能） 
イ 他者との間で適切に意見を交換しまとめ、そこで得た知見から次なる課題を思考し、見付け出すことができる。

（思考・判断・表現） 
ウ 他者と積極的に意見を交換しようとし、人の話をよく聞く中で、主体的に自身の学習を顧みようとすることが

できる。（主体的に学習に取り組む態度） 

評

価

規

準 

(1) 外部講師指導会で得た知見や課題について、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現と、探究的な思考をもって

学習を進め、さらに新たな課題へと向けて、探究の過程を発展させられている。（知識・技能） 

(2) 交換議論会において、適切に意見を交換し合い、さらに、そこで得た内容を的確に捉えた上で、グループとして

の課題を考え、設定できている。（思考・判断・表現） 

(3) 意欲的に外部講師指導会やグループ研究に取り組み、また、交換議論会において積極的に他者と意見交換し、自

身の研究内容に対して意欲的に顧みようとしている。（主体的に学習に取り組む態度） 

過

程 

時

間 

○ねらい 

めあて 

・振り返り（意識） 評価項目 

<方法（観点）> 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

１ ○外部講師指導会を通して、外部からの知見 

を得るとともに、自分たちの研究について 

の課題をつかむことができるようにさせ 

る。 

・専門家の話を聞くことで、 

より知見を深め、また、新 

たな興味・関心も得られた。 

・自分たちの研究を進めてい

くために必要なこと、ある

いは弱いところや足りない

部分にも気づけ、今後の研

究に向けて課題設定と意識

付けができた。 

・外部講師の話から知見を得

て、自分たちの研究につい

て顧み、次なる課題をグル

ープとして見付けている。 

＜意見交換（3）＞ 

＜情報収集・記述（1）＞ 

[記録] 

追

究

す

る 

 

 

 

 

 

２ ○各研究グループで設定した課題に対し、協 

力して研究を進めることを通して、適切に 

情報を収集し、整理・分析することができる 

ようにさせる。 

・外部講師指導会を経て設定

した現状の課題について、

情報収集や調査を進めてい

く中で、適切な情報を得て、

また、自分たちの知識を一

層深めることができた。 

・グループ内で分担・協力し 

て収集した情報について、

適切に整理分析を行い、研

究をさらに進めていくこと

ができた。 

・各自の課題に対して、適切

に情報の収集、整理・分析 

を行い、グループ研究を進

めている。 

＜意見交換（3）＞ 

＜情報収集・整理・分析・ 

記述（2）＞[記録] 

ま

と

め 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ○交換議論会と研究グループ内でのフィード 

バックを通して、「まとめ・表現」から、次な

る「課題の設定」へと、自分たちの研究をさ 

らに発展させていくことができるようにさ 

せる。 

・自分たちの進捗状況につい

て一旦まとめるとともに、

他研究グループの生徒から

も意見をもらうことで、研

究グループの現状を改めて

顧みることができ、また、さ

らに取り組むべき課題を設

定することもできた。 

・今回発見・設定した次なる 

課題について、次回以降の

授業でしっかり取り組んで

いき、自分たちの研究をさ

らによいものへと、深めて

いければと思う。 

・積極的に意見を交換し合う

中で、自分たちの研究につ

いてまとめ、整理し、これ 

までの過程を顧みるととも

に、次なる課題を設定して

いる。 

＜意見交換（3）＞ 

＜議論・発言・情報収集・ 

整理・分析・記述（2）＞ 

[記録] 

自分たちの研究の現状を示し、何をよ

り深めていくべきか、何をすればいい

のか、外部からの知見をもとにして、 

今後のヒントを得よう。 

グループにおける現状の課題をクリア

し、自分たちの研究をさらに深めて 

いくために、「情報の収集」「整理・分 

析」に取り組もう。 

自身の研究について整理するととも

に、他研究グループ生徒から意見を 

もらうことで、研究を顧みて、次回以 

降取り組むべき課題を発見・設定し 

よう。 


